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音楽を楽しもう講座
~音楽の罰ウィーンと音楽軍たち~

東西公定館主修事業守山湖上三条町>>-‘
盟 26-6506

奈良国立博物館講座
「手向山八幡宮の美術j

中央公民館主催事禦

モーツァ併や、ー ト-':hAf.ど今日~-:;I<: ~tU附

る酋興誕時代。ら近現代にいたる音楽家の笠逓や作畠σ，"，

'代わ， ストリアの文化施策を殴・ゃ・・を交えで学び泰.，

とを 1月"日一 31110日の第2目岨日午後 1時字、3
時1'-. 3圃 惨定員認入ω人 ・舗師 事塚山J:'r-微慢

の縫原温従さA ・s・め切り 11)114日.

家畏国立湖物館の協力" 岡館の展示「手府以Jハ・・2の

輔」の寛どころに叩てスライド腔えた闘です.

と聖 llII111ltJ-1'前防局 亙午 ...・ 16.震以上'00人
・剛 一制間開酬明"'"制的ん 岬@切り -

11H 13日ザ多い場合山2月"日時2鴎から闘で公酬..

Sili邑ぴーす講座
~生活文化か5入植を考えよう~

親と子で楽しむ
ヲリスマス名曲コンザート

スマス世界の輯~
田畑人やM/;JII/A¥ft醐即四人々捕岨

化疫通じてその輿!

ト'ι"‘一

回軒齢出舗で開きま"J.!.ic柑ザンタさ叫

トナカイのソりに乗って也界惜します.';t:;$'さんの園

フィンランド"ら回本までの棄し品情奈の.伊始まり曹す

とを 11 1111目。昨後2略、，. .出'II...1.iら濃度協会z・五

十嵐由紀子さん(ヴγイオ "〆).，...111:さん{チ品目】 '" 

'曜市さん I"7 11 ・薗目 ロンドシヂり の"'アイ吋ヲν
:崎、 トルコ行制問ーッ"

ト} そスタワの思い偲(ヴィエニヤ

フスキ) ・定貝 調子w勺.
グループでの申し込.も可 砂

悶"多い喝命'"
月】叫午後2時から醐四剛. • 四…小学叫叫上知人.輔での申し品川

揚 叩 lll! 14日.

南部公民館主催頃策 合"
j岬附島岡刷費 即 時 川 ー へ の 闘 を 学 び ま す.

とを 内曾 1 11 9 U痢・'"と.，野山 1 J]23U蜘詩人・村の寵生 21113日側詩人か

ら小説家へ明tれずれも午後..字、 3桝.;隊 ・醐 刊山げ聞大号制糊

吋但念館{本叫即帥閉-，ん 咽 一日人 叫 醐 り叶 2月間日.

忠世話民国

5 9 3 1 守山川町"

島崎践村

人と作品
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k・ft'-Il， 1;〆，-，f.7f't'・"， ルの伺lII)，iH..ど 砂舟・R
初心何歳入.村山の酬金

受け λ人1:'" l..;d，みでsまぜん
・テキスト代 』凪"円 ・剛し込み 往復はがきに也府民仇{ゐり

州柑...号制it.I::III.U コース間コ-;q;t
・いて、 1Z/llm叫刊酬酬.11."'.第2岨.で記入"

λl検問町車イえの・{l'U-f"I>l'i'i記入タルプでocゐ"場合u
輔 の師同情刷H 柑 λ.'場合1:;1." 叶噛

倉崎."公共交通慣聞を伺周して{f!暑い 交通帳.，ついては得金割.

へ跡、合同て〈問，.) 令お 使闘:1-)UI比館関空いていますι

J議船島-

同P央公民館 (~_=:条町

.ィ，刷ト fレ.句

。10 1 I ... 
曾 26-6506)

ヒューマン，カデミー酒文..

‘A>岡町町 e・9-6799) 

‘，0. 刷3

この調宙服来年3月まで・月喝をま，
{以後の.績について隠簡筒渇.し<T)

I聞凶合わ.， 市役所情練管..，曾 "

~ -667 ~ へ

国 思世話詰
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呼吸Eの・・・・・が、胸 ヒト免疫不金ウイルスによる免後

.・R・がいがある人{昼姐・.送付しますので市役萌御崎

現へ温・・して <f!さい}

l酎方1昼 間 開q 捕後1"<..縄叶it.lt.utf
約しイ ;'7"，エンザ予防・..明・と"._.t‘ら .て〈
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{そ@値1
1必ず，.シフルエノザチ防後極."・H よ，.んでか
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園甥t旨tI耳目前
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・岨輔tt~ ，咽..，

・と8"'1.11:111 ・町 B闘の周・E午
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し却し ーのすば句し‘.・院を跨る僻良のゆき鋼.，温格

河川伝ど1:.<<J“化現轟"どを"じめ ス パ←"〆
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ご.の4峰 段.;1.r・・・の也理.ぴ漏a・6・....法律j
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・..' ・・b抽 叫II11Uf"t'1
軸回附幽 ・"・ ~-~l-.

s ・2、..・・'l"~'l" 勾 ... 

メンタル、ルスセミナ
帽闘が，~，.."'..，仲剛肺

‘ν、のH 、''''$U・.て‘"有 k聞

~t .，. 

・と， 阿1111.1、.，・1" J" 
'ところー.・A・.'1tA:路町 ，

2闘陶 ，.-~..，.~"，“人"'.""債授
の僚.'t.'t! ~きん .慢と気分の鋼栄一号

晴 岬 し助 寸市t01' ~ " !!;jf 
M 柑州制肘人積回

川"附."・11-.....剛健
闘 2・ 町山...・・H 幡 町H
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.できる人 ・ところ一保健全〆，←

"・，・ 侮f・a阪す・ 3・."島 .
・し込み 往復はがきl殺事名 盛岡野

氏名隼省電話.守 ω.予定'"・

Lで "月初日£でE市役所.‘'・.箆

へ.，・4 舎は岨

信被住民検~
.恨の町再開聖恩をめ，して干1います 錨
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"日本海淘揮で鑑三

した宣治汚健・.に

瞭 し「闘崎鴎jと"0枇開ボランテ

イア這蜘人同 ドラマに士山ての酬で..

とき 1月刊日恥守後 I時半 3防 ・とこ

ろ 防災山一(鳩山) 哨テ

マ イ笹士三重声.盆"青年会..婦約事で『プロ

ジ，クト"でも紹介きれた提谷川隣地容ん
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斜を峰えで 1 !ll()日まで仁市役新体育震ヘー
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大気が汚れやすいと曾わ杓ているとι時矧に 地却を守るためにも生活を工突しましょう。

人ひとりが嘗らしを工夫し、それがlまんのわすか右手ことでも大努の人が実臨すれば 私たち

の地球を救う大雪広力1ζ怒ります園ま定実践して慈し、人もま守は 歩猪み出してみま包んか.
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の厳粛なをは恥と柑の帽でも 1>""f. 
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山村御殿から正月号寺
への辺

記量荘桑作

，ってi与式 11，~JI!旬誕の後旬遍句 帰路

もつく叫川，削!. t t:::.白川・鹿め

ながら アプローチをかせぐのもいL もの

だ '"材..から豆腐伊~の遭.鎗にLょ

うと語"の駅から鍵 陵 と 似 仇 た

"，'吋て侃叫った.刊の車並め陶

ニうド.る八豪州祉の本立が気記入った .

iEIIf#へ叫叫J"' h-~見られる酬と人
間土叫立の恥ところがあると Sふ

主催。'0合時にその冬の風僚と仰会、

{-':~l省、た

興福寺南川堂

母季語量，

興事.守備附盆U事後時代の拡仁 4・F

(813) ..ε闘が.製原氏の隆盛祈贋のR

め・.. ・L不合調司官僚台事撃陣{園支"陸軍毎

置した 今肱江戸時代後期の人角盆だが

弘が写生Lて‘ 2企司町は.改修ゆで'0λ(

篠沢池から見上げたお袋 また IHi.

‘からの院盆 それぞれ隈句信い於Lき

があるが 近<1: I・し千年の時の惚れの

.嘗"恐・・し ー命勉命念じながら鉛

筆を取句 健度か初冬の鳳の中をそぞろ

II>"J企.



!# n .ti'l:ç .t~ん続(lU楽花笠)

小町 圃符

1111 $1ん.句の..の，かでも 困蛾"・，・やか

で.おの仏鍵@持、 t !:. /E1監のまわ~".~.UHt

-ー刀附句句錨舗で..  
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ぱーが温..包.と 刷・の一種'd'it.，:atr， .:.の
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依水同

対内 E長仰
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え円!:r;~鹿山が慣，.，島 屋f" OAC，¥..

.民健のひと ζ ，であるが 肉9・0作品‘-

4診ると街角...・0・...舎が"去られて

し..た.



JI!大寺 (三月食)
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が 4区・の.'・たる・・曹と.・句妙U事
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を8・"のゆ央に" λ 坪.で， "<λ &'-' If~"'.置で

開1曹を圃み .t:r:tt i"1Iえた "'.~'''.f.
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ほうそう地蔵
(JI:J之元年柳生徳政仰)

首岩逼長"

.生から奈AI~測る山通の.，生個人口近

"太書会孟‘暑に..，の旭.書陰線が

あ句 俗 dliM.‘E呼ばれている 嫡健

じよれば元広元毎 μ3口例以来 侮生の鳳

の川崎われ観しHて憧岬~ "JUl 

けて来，

剛画しているが木々に胃まれて午胸中少

し掴門た束.からの碕売によってのみ クヲ

争"と浮，.u上がる.作必ほその轟かな附

聞のスゲ~-1' ''4に編、 た. 世の江きさ

録.遭遇する奇聞の車愛会指けたかr
弓か.

秋篠寺

li葦1生長"

争点.，の"'仁共同アトリ i がある

ので よ〈境内舎がて過った j て

絵にLょうと思うであらためて入鳩料
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冬のひだま"を繍」てみたが あまち
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もろ t枚描いてみる、とに しズ.

ヨ民8白銅色ゼ叢

刊 叩2珂 1刊で肘した作品"拙柑削船ールにて下配叫お句展示しています.性四回日鉱山間."
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